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相談支援体制の構築と  

障害者の地域移行について  

2006年5月15日  

相談支援事業の現況  

・市町村障害者生活支援事業  

413カ所  （平成16年10月1日現在）  

・障害児者地域療育等支援事業  

578カ所  （平成16年10月1日現在）  

・精神障害者地域生活支援センター  

472カ所  （平成17年4月1日現在）   



障害者自立支援法  
（市町村の地域生活支援事業）  

第77条  

障害者等が障害福祉サービスその他のサー ゼ 
じ
き
 
 

麓
紆
㈲
温
址
細
 
 

利用しつつ、その有する能力及び適性に応  
した日常生活又は社会生活を営むこと  で

 
 

地域の障害者等の福祉に関する  
き、障害者等、障  
護を行う者からの司  

および助言その他  
供与するとともに、  

の
他
を
 
 

そ
の
助
 
 

び
そ
援
 
及
整
な
 
 
 

要
 
 

必
 
 

■
」
 
 

裾
 
た
 
 

の
 
 

護
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相談支援に関する基盤整備（都道府県の役割）  

圏域内の実態把握、評価、システムづくリ ー  
相談支援のスーパー／くイズ（アド／†イザ一派遣）  

人材育成  
広域的調整 等  

工＿  
①単独整備できない市町村がある場合や圏域（広域）の相談支援体制を   

整備する方針がある場合は、支援手順・支援内容を示す  
②相談支援体制についての市町村の意向を確認・調整  

③圏域の相談支援体制整備のため甲会議を開催し、圏域単位の整備方   
針をまとめる  

④都道府県は圏域内の市町村と調整を行う場合、既存の相談支援善業   
者の活用方法、専門時貞の配置等を検討する  

⑤圏域ごとのネットワークづくり（自立支援協議会）、困難ケースヘの由応   
等を継続して支援する（アド′くイザ一派遣）  

⑥相談支援専門員め育成支援（相談支援従事者研修事業）を行う  

⑦ 都道府県自立支援協議会で各市町村、圏域の相談支援体制について   
評価を行う  

地域生活支援事業における相談支援事業  

3障害に対応した  
一般的な相談支援  

・障害者相談支援事業（地域自立支援協議会の運営を含む）※  

・都道府県相談支援体制整備車薫  
・精神障害者退院促進支援事案  
・高次脳機能障害支援普及事実  
・発達障害者支援センター運営事業  
・障害者就業・生活支援センター事業  
・障害児等療育支援事業※  

都
 
道
 
府
 
県
 
 
 

広域・専門的支援  

※「障書看相榛支援暮れ、r都道府県自立支佳協雄会」は相扱支嬢の基礎的な事業であること、「陣害児等療育支援事業」は  
都道府県の事辣として同化・定書している事業であることから、財源は交付税により措置。  

4   
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どういう戦略で  

相談支援体制を構築するか   

・相談支援を地域の連携・協働の中心に据えた地域システム   

として構築する  

・相談支援を通じて地域のニーズを把握し、障害福祉計画に   
反映させる  

・地域の実情に応じてステップアップの視点で構築する  

工  
地域全体の支援力を高める  

6   



圏域ごとの障害者総合支援センターのイメージ  
○匿l域によって状況が違うため、設置欄所等については幣j或調整会雄で市町村及び地域の社会福祉法人等と駅整した。  

丘）需C：障育児宥育ナチ■ィもー卜 知C：知嚢神事青生活支綬コイヤネ一夕一  身C：身体障害者生活号汚コイィ不一ヤー   
梢⊂：相抑障害者生清文摺ナ子‘川一卜 生W：障育青生活五指ワーカー 武州：障筈首級欒‘支持7一々ー  

Aタイプ   圏域（佐久、上小、諏妨、上伊那、木曽、大北、北信）  Aタイフ■の特徴  

○ 圏域の中心的な市に中核となるセンターを設置し、   
全て又は殆どのスタッフを配せ。  

○ センターは、市の協力により障害者総合福祉セント   

等の中に設置します。  
○ センターが圏域全体をカバーしますが、利用者の利   

便性から、センターから速い地域にサテライトを置く   
ことにします。書門的な相談に対しては、センターと   
連携して迅速 な対応に努めます。  

○ センター所在市の周辺市町村へは、必要に応じて   
巡回相談窓口を開設します。  

Bタイプの特徴  

○ 圏域の中心的な市に中核となるセンタ・－を設置します。  
○ センターは、市の協力により保健セント等の中に設置し   

ます。  
○ 中核的なセンターが各センターのまとめ役となり、各セ   

ンターの連携によリ3障害の様々な相談lこ迅速に対応し   

ます。  

Cウイナの特徴   

○ 圏域が広く人口規模も大きいため、中核となるセンター   
を2つ設置します。  

○ センターは、市町の協力により社会福祉セント等の中に   

設置します。  
0 2センターで圏域全体をカバーしますが、利用者の利便   

性から、サテライトをいきます。専門的な相談に対しては  
、センターと連携して迅速な対応に努めるとともに、精神   
のコーディネートは2センターでも定期的に相談を受けます。  

・ 一辱      、－－・・・・・－ 、  

Cタイプ  盟域（松本）  

センター  
00市総合稽祉セン  
ター内  
身C，知C．生w．就w  

センター  
00市総合拝祉セン  
ター内  
環C‖生w．歓w  

地域ケアシステム推進会随（相駁支援事業者遷宮協機会）と相談支援事業のあり方の提案  

都道府県の役割  

相談支援事業者指定  
市町村では十分確保できない  
場合があるもの   

高いヰ門性や広域的取嶋を要 するもの  基盤整傭に関わる支援  ケアマネジメントシステムの円  
滑な運営のための支援   

市町村または  
（委託）  

特定相談支援事集者  
介王l給付 別様事給付  

地域生活支撞▼稟 地域Ⅶ祉樽雫鴎は   
れ竃醜聞 訪問看n 痛快  

持株革紐 藁仕草技 手生保爾  

アセスメント ■1■■■わ■tt】■  

価別ケース会佳開催  

発達障害看支堰センター  
就♯・生活支欄座ンター  

ケアプランの作成   
（■勤王欄Ⅵi）  

地域技巧の抽出   
l【専の桝■■で11  

I礪；で蕾むいl■▲   

障害程度区分  
泣定調査員雫研修  
市町村響董全委員研膝  
疇警書ケアマネジメント  

従事書研す  
広域遼国支緩  

地
域
間
休
機
間
の
情
報
共
i
 
 

連
絡
Ⅶ
整
の
鴇
 
 

は趣検肘プロジェクトの設置   
t■覆・憤へのIlt  インフ「 マルむ戸井椚■  

広域的調整機能   
行政 一 地囁責瀬  

（市町村）（施設・兼任学校零）   

良性所欄欄   
都道府■触事兼の推進  

新たな地域資源 地域力が向上する  
地域資源の  

点検・改善・開発  

新 た な∵福 祉 社 会 の 楕 築  

（抜出〕温東熊社会福祉事♯匠lオープンスペースれ力」と   
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地域の実情から  

ステップアップの視点で構築①  

【神奈川県綾瀬市：人口8万人】  

・知的障害児者相談室の設置（市役所の空き会議室）  

・毎週水曜日に予約で対応（3つの施設の職員が対応）  

・予約受理、記録管理、ケースカンファレンス出席等、市福   
祉課がバックアップ  

・精神障害の対応は、広域で県が調整中  
・近い将来、3障害対応、5日開設を行う予定  

（背景）障害者ケアマネジメント体制推進事業受託（H13）  

任意で継続してケアマネジメント事業を実施（H14）  

市単で知的障害児者相談事業が予算化（H16）  

共同型ケアマネジメント  

①在宅障害児者   

居宅支援サービス   

家族支援   

見守り支援   

養育相談   

ケアプランの作成  

②事業所訪問一連絡調整  

③施設入所者   

施設移行   

地域移行  

④施設機能   

地域へ提供   

共同利用  

＼  
貴志園（職員2名派遣） ＿  

（再委託）  

1蓉 ミ み野ホーム  

員1名派遣）  

綾瀬ホーム  

（職員1名派遣）  
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綾瀬市のステップアップ  

・試行錯誤でスタート  

・使える資源を利用  

・できることを見つけ出し、できるところからスタート  

・市福祉課担当職員がとても熱心で快くサポート  

・カンファレンスに出席することで理解が深まる  

・実績は評価され、予算化につながっている  

・動き始めた結果、次の目標が生まれた  
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地域の実情から  

ステップアップの視点で構築②  

【広島県東広島市：人口18万人】  
・相談支援事業（3障害）の設置  

・東広島市障害者支援会議設置  

・支援会議とリンクして計画策定のためのワーキングを実施  
東広島市障害者計画・障害福祉計画策定予定（H18）  

・障害者総合相談センターを地域包括支援センター内に設   

置を含め検討中  

（背景）障害者ケアマネジメント体制推進事業受託（H12）  

支援費制度開始に伴う準備・協議により、相談支援  

体制整備を検討  
障害者地域生活推進特別モデル事業（H16■H17）  

東広島市  

市町への働きかけと支援会議  

・サービス調整会議（地域ケア会議）とし   

て  

3障害＋高齢者の包括的支援会議の開催  

3障害の合同相談会の開催へ発展  

・支援会議の中心的機能   
（かケアマネジメント評価  

②地域資源の診断  

③資源開発  
④ネットワーク  

⑤情報発信（地域づ＜りの提言）  

・支援の効果を示すことが重要  

・障害者計画、障害福祉計画への提言の役   

割を持つ   
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